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天文電報の話（8）
（第12巻第136號264頁よ　り績く）
上　　田 穰
ホ旧ルデ〉塁i長の暗競（曳き）
???
　上に掲げた第一表から第四表まで9一ホルデン塁長の温湯表は完冠したので
あるが，更らに實例によって論明して置くのが親切と思はれる．主としてホ
ルデン氏が纂げてるるものを探ることSする．
　例同　十七語型式の例
　1880Pechule彗星の軌道要素及びエフエメリス電報の例を畢げる．
　　Bobbin　sodirize　bitaship　pil〈eroon　fafeting　fazogive　1“ulelope　Btrlaflow　ludative　faz－
　　aglow　lufuseep　faregate　mafol］lat　faninary　malelope　frd・lejelct　fazarose　tudifold
　第一語近目黒占通過の時刻が八文字数字群にて與へられる．帥ち年内の日
附をその百分の一まで示すのである．T・　・Nov．9．62d　G．M．T．　＝314．62dで
Sod－irizeとなる．
　第二語近日顯引敷ω＝π一2これを度，分にて示し，（v・＝＝0！3。21ノは
Bit一一aship
　第三語　昇交黙黄経も同誌に，S2　＝＝　249039ノはPik－eroonとなる
　笙L四．塾　黄道面傾斜も同様に，i－60。41ノはFaf－etingとなる
　第五語近日難距離qは天文品位の小数第四位を軍位として表はす．從っ
てq＝0．6775はFaz－ogiveとなる．
　第六語　照合敷字にて上の五数字群縮和の四分の一を與ふ．邸ち
　　　　　’r　＝　314　62
　　　　　（o　＝J　013　21
　　　　　S）一　＝　249　39
　　　　　i＝　060　41
　　　　　q　＝　067　75
　　　　総和＝705381／4＝17634Kul－elopeで示される．
第七語　エフエメリスの最初の日附とその日の光度を與へる．前に掲げた
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型式に於て充分述べなかったが八文字数字群によって示される五桁の数字中，
最後の二桁が月の月附を示し例の一年内の日附（第三表）のものとは異なるも
ので，從ってその月名は電報獲信の日附から推定せられるべきである．光度
は彗星稜見當時のものを1．0周目て三桁の数字を以て小数一位まで表はすので
ある．今Pinative－25124とすれば，24は何月24日を表はし．25．1が光度を
示す課である・
　然し爽見の日面不明なる揚合には，このエフエメリス最初の日のものを輩
位とし第七語はBilを以て初めるべきである．　Bil一一aflowはユ月7日，光度010
と讃む．
　第八語　第一の赤経，Lud－ati▽e＝・・20324は20h　32．m　4と止むべきで，帥ち
時間にて表はすのである．
　第九語最初の北極距離を度，分にて表はす．δ＝22。50ノならばNPD
＝67。10！で06710・＝・Faz－aglowとなる．
　第十語一蹴十五語　は四日置きに赤経，北極距離を與へたもので，全く第八
語，第九コ口穿って並べられる．
　　　　　Luf－useep　＝2049，　9　Far－egate　＝：06529
　　　　　Maf－oblat＝21069　Fan－inary＝06356
　　　　　Mal－elope＝21234　Fal－ejol〈t＝：06232
　第＋六語　最：終日の日附と光度で，第七語と同様に表はされる，EPち日歯は
1月19日，光度0．66ならば00719＝＝Baz－aroseとなる．
　第十七語　前置敷は最初の観測日附を表はし，十位数の内十位の数字は：第
一，第二観測の間の日数を，両軍位の数字は第二，第三槻測試の日数を表は
すのである・
　　　　　　　　　　　　　差
　　　　　第一観測　12月18日　　353日
　　　　　　　　　　　　　4日
　　　　　第二槻測　　　22日
　　　　　　　　　　　　　8日
　　　　　第三襯測　　　30日
故に35348＝＝　Tud－ifbldにて表はされる．
　　　1880Pechcle彗i星（12月18，22，30日目測より計算）
　　　　　T　l880　11月9．62日G・M・T・
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樹ほこの三跡測の間隔が何れ力理9日より大なる揚合には，十位数にNicht
を用ひてこれを示すべきである．例へぱJunnicht＝14700とあれば第一観測
は5月27日であって第一，第二間か．又は第二，第三聞の日’数が9日以上である
ことが示されるのである．
　二二　　六語位置電報
　　　January　sikorous　mitodate　ldnarine　riferoon　paneglet
　第一語　この種電報に限り属名を以て初める．
　第二語　グリニツチ時刻（正午より初める）を日とその千分の一まで表はす．
sik－orous＝309．　89は30．989　G．M．T．（グリニツチ李均時）とv・ふ意である．
　第三語赤経を時，分及び十秒位を表はす．mitodate＝22371は22h　37m1－s
を示すことになる．
　第四語北極距．離を角度の度，分まで表はす．kinarine－16120は161。20ノを
示すのである．
　第五語第一数字は日の萬分代（日附），第二は時間の秒とその十分の一（赤
経），最後は角の秒（北極距離）を與へるのである．Rif－eroon＝27839は0．0002，
7．s8，39クを示すのである．
從って日附は　1月30・989・　2日　赤間　　22h　37m　17・8s
　　　　　　　　　　　　　　斗ヒ極昆巨離　　16ユ0　20／　39ク
を示すことSなる
　第六語　以上四三字の照査敷であって　　30989
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　223　　71
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　278　．29
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　973　19　1／4＝24330
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　　Pan－egletとなる．
前にこの1／4の小数位は切捨と記したが，震適者もその貼判然断ってなv・ので
あり，實際として。5を切り捨てた例が墾げこあるが常に切捨てとV・ふは少々
早断のきらひがあり，その例は偶激位の次に來る0．5を切捨てたものと見るの
が可であらうと思ふ．
　禽ほ近似位置を知らせるには第五語にNearnessを以て補ふべきである。
　例三　十三語型式の例
　　　Butter　Barnard　NashvMe　Rol　October　lcanupate　buna！ist’　daration　duzogoon
　　　bafofant　bafolute　beetle
　　ナシユビルノバーナード10月14日微彗星ヲ襲見ス
　　ユ0刀15日9時30分15秒二於ケル位置ハ
　　　赤　　　経　　　2h27m13・5s　　　　　　日蓮動一72s
　　　北極距離　　270ユ3／23ク　　　　　　一8／0
　三四　ライヴスの畿見電報
ライヴスのコペンハーグン宛の電報は次の三通であった．
　第一信8月10日附
　　Comet　0330　07430　north　2348　approachmg　Sun
　第二信　8月13日附
　　Buslcin　Ryves　mip・alone　fodaship　stop　babble　mofament　fofimate　fatilege　honurant
　　Ryves
　第三信8月15日野
　　Better　position　babble　mokamope　forejelct　fazeblow　helmet　mother　faderldn　fatannex
　　Ryves
　コペンノ・一ゲンでもこの電報を受取つたものS，暗號不明であるといって
みる通りに，全然ホルデン式といふ課のものでないがこれによって大罷理解
することが出営る・
　：先づ敷字を誰出すれば，第二，第三信は次の檬である・
　　Buskin　Ryves　2‘2Lt15　07421．　babble　22516　e7553　06652　10897　Ryves
　　Better　position　babble　22617　0803，2　06727　helmet　mother　07438　06618　1；lyves
ライヴスニヨツテ8月10．15日明ルイ彗星雪見セラル，赤経7h42・皿1．8一月
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13．16日二於ケル位置ハ
　　赤　経　　7h　55．m3，北極距離66。52！
只最後の韻字が一寸見當がつかない．
第三便は，
　更ニヨィ位置ヲ通報セン・8月14・17　H　・＝於ケル位置ノ・赤経8h　3．m2北極距離67。27！
光度ノ・増大シツ・アリ・前便ノ電報二誤リアリ赤経7h　43・1”8北極距離66018’
　しかしこの訂正も何れの部分に鋤する訂正か判明しなV・のであるが現厭か
ら見て8月10日の槻弓のものと見るべきである．從って第一信が次の様に判讃
せられるであらう．
　彗星登見ス・3時3e分ノ位置ハ赤経7h43・mO赤緯＋23048’
　太陽＝近ヅキツ、アリ．（完）
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